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小城市公共施設等総合管理計画に係る個別施設計画の策定

について 

 

 このことについて、別紙のとおり報告する。 

 

   令和４年３月 29 日 

 

小城市教育委員会 教育長 大野 敬一郎      

 

 報告理由 

  学校教育施設の個別施設計画を策定したため報告する。 
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１．個別施設計画策定の趣旨及び概要

　(１)公共施設等総合管理計画の目的・理念

　平成20年（2008年）から全国的に始まった人口減少が今後、加速度的に進むと予測さ

れていく中で、小城市は、若者の流出や少子高齢化による人口減少が進展していきます。

その中で、小城市が所有する公共施設等は、これから大量に更新時期を迎えます。これ

は、全国の自治体でも同様であり、平成25年11月にはインフラ老朽化対策の推進に関する

関係省庁連絡会議において「インフラ長寿命化基本計画」が示されました。また、平成26

年４月には各地方公共団体が所有する公共施設等の全体状況を把握し、地方公共団体を取

り巻く現況及び将来の見通しを分析し、これらを踏まえた公共施設等の管理の基本的な方

針を定めることを内容とする「公共施設等総合管理計画」の策定を行うよう総務省が各地

方公共団体に要請されました。

　小城市においても、公共施設等の全体を把握し、長期的な視点を持って、更新・統廃

合・長寿命化などを計画的に行うことにより、財政負担を軽減平準化するとともに、公共

施設等の最適な配置を実現するために平成29年3月に『小城市公共施設等総合管理計画

（以下、「総合管理計画」という。）』を策定しました。

　個別施設計画は、公共施設等の最適な配置を実現するための各種方針を策定するため、

インフラを含めた公共施設等の全体状況を把握し策定した総合管理計画に基づいて各施設

目的別に作成するものです。

　(２)公共施設等総合管理計画及び個別施設計画の位置づけ

　総合管理計画は、小城市における公共施設等に関する計画の中で最高位の計画と位置づ

けております。その総合管理計画に基づき、個別施設または施設用途別ごとに、具体的な

取り組みを実践していくために個別施設計画を策定します。

個別施設計画

小城市公共施設等総合管理計画

第2次小城市総合計画

上位計画
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２. 学校教育施設の目的及び概要

　(１)施設の設置目的

　(２)施設の概要

　 ①小学校

床面積

(㎡)

桜岡 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｓ60

小学校 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｈ1

三里 小城町 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｓ62

小学校 栗原1256 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｓ62

晴田 小城町 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｓ61

小学校 畑田2099 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｓ61

岩松 小城町 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｈ1

小学校 岩蔵1941 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｈ1

三日月 三日月町 校舎①：鉄筋コンクリート 校舎①：Ｈ3

小学校 長神田1680 校舎②：鉄筋コンクリート 校舎②：Ｈ18

体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｈ12

牛津 牛津町 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｓ59

小学校 柿樋瀬922 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｓ59

砥川 牛津町 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｓ62

小学校 上砥川1405 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｓ62

芦刈 芦刈町 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｈ26

小学校 三王崎14 体育館：鉄骨 体育館：Ｈ26

　 ②中学校

床面積

(㎡)

小城 小城町 校舎・体育館 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｈ20

中学校 松尾4104 武道場 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｈ20

武道場：鉄骨 武道場：Ｈ5

三日月 三日月町 校舎・体育館 校舎①：鉄筋コンクリート 校舎①：Ｓ54

中学校 長神田1650 武道場 校舎②：鉄骨 校舎②：Ｈ5

体育館：鉄骨 体育館：Ｓ54

武道場：鉄骨 武道場：Ｓ54

児童数施設名 所在地 主な施設内容 構造 取得年度

小城町166 校舎・体育館 5,310 457

校舎・体育館 3,623 63

校舎・体育館 5,377 319

校舎・体育館 4,959 169

136

校舎・体育館 9,356 223

校舎・体育館 8,679 744

校舎・体育館 6,004 416

5,901 343

12,108 522

　小・中学校については、個人の能力を伸ばし社会で自立的に生きる基礎を培い社会人として

必要な資質を養う教育を行うことを目的としています。

　給食センターについては、学校における「食育」の観点から展開する教育の分野であり、子

どもたちの健全な発育に必要な食事を提供することを目的としています。

※児童数：令和3年5月1日現在

※三日月小学校：Ｈ18年度　校舎②（教室・管理棟）を増築

※牛津小学校：Ｈ29年度　大規模改造

施設名 所在地 主な施設内容 構造 取得年度 生徒数

校舎・体育館 4,136
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牛津 牛津町 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｈ22

中学校 牛津549 体育館：鉄筋コンクリート 体育館：Ｈ11

芦刈 芦刈町

中学校 三王崎16

　 ➂その他施設

床面積 給食

(㎡) 提供数

(食/日)

小城町

岩蔵1905-1

芦刈町

三王崎14

　(１)個別施設計画の推進

　(２)個別施設計画の実施及び進行管理

校舎・体育館 10,810 276

　個別施設計画については、庁内及び関係機関等と協議を行うとともに、市民や議会等と情報

を共有しながら推進に努めます。

　個別施設計画については、事務事業を通して施設管理主管部署が主体的に実施していきま

す。また、計画の進行管理については、ＰＤＣＡサイクルに基づき継続的に計画を見直しなが

ら進めていきます。

３．学校教育施設の個別施設計画の期間及び削減目標

　総合管理計画は、平成29年（2017年）度から令和48年度（2066 年度）までの50年間の将

来予測推計に基づき、今後25年間の方向性を策定しております。

　学校教育施設の個別施設計画は、令和3年度を初年度として総合管理計画の前半期に当たる令

和12年度までの10年間の計画とします。

　また、総合管理計画では、25年間で小城市が保有する建築物の全床面積を5％削減すること

としていますので、学校教育施設の個別施設計画についても、その目標と整合を図りながら進

めていきます。

４．学校教育施設の個別施設計画の推進及び管理について

小城市

学校給

食セン

ター

給食調理室 鉄筋コンクリート Ｈ7

校舎 校舎：鉄筋コンクリート 校　舎：Ｓ51

※三日月中学校：Ｈ5年度　校舎②（木工・金工・調理・被服実習室）を増築

※芦刈中学校体育館は芦刈小学校と共用のため、芦刈小学校に記載

施設名

1,054 2,400

3,468 114

※生徒数：令和3年5月1日現在

500

所在地 主な施設内容 構造 取得年度

小城市

芦刈給

食セン

ター

給食調理室 鉄骨 Ｈ23 476
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朽

化
が

著
し

い
た

め
使

用
を

停
止

し
、

民
間

の
プ

ー
ル

を
活

用
し

て
い

る
。

　
児

童
数

は
、

1
0
年

前
よ

り
2
9
％

程
度

減
少

し
、

全
学

年
普

通
学

級
が

1
ク

ラ
ス

と
な

っ
て

い
る

。
ま

た
、

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
数

は
、

横
ば

い
状

態
で

あ
り

、
特

別
支

援
学

級
数

も
横

ば
い

で
あ

る
。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
児

童
数

が
更

に
減

少
す

る
傾

向
に

あ
り

、
5
年

後
に

は
現

在
よ

り
2
0
％

程
度

減
少

す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。
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学
校

教
育

施
設

個
別

施
設

計
画

中
分

類
又

は
施

設
名

担
　

当
　

課
　

名

施
　

　
設

　
　

名
所

在
地

取
得

年
度

敷
地

面
積

（
㎡

）

延
床

面
積

（
㎡

）

最
大

階
数

単
独

複
合

主
な

機
能

の
考

え
方

（
現

状
と

課
題

）

小
学

校

教
育

総
務

課

三
日

月
小

学
校

三
日

月
町

長
神

田
1
6
8
0

番
地

Ｈ
1
8

2
0
,7

4
4

8
,6

7
9

3
単

独

平
成

3
年

度
に

校
舎

整
備

、
1
8
年

度
に

校
舎

増
改

築
、

1
2
年

度
に

体
育

館
を

整
備

(新
築

)

普
通

学
級

：
2
4
学

級
　

特
別

支
援

学
級

：
1
0
学

級
　

通
級

教
室

：
1
学

級

特
別

教
室

：
1
0
室

　
多

目
的

教
室

：
1
室

　
体

育
館

：
1
館

【
現

状
】

　
旧

校
舎

側
は

建
設

か
ら

3
0
年

程
度

経
過

し
て

お
り

、
屋

根
か

ら
軒

天
へ

の
水

の
侵

入
に

よ
る

塗
装

の
剥

離

な
ど

、
徐

々
に

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
状

況
。

　
児

童
数

は
、

1
0
年

前
よ

り
1
6
％

程
度

減
少

し
、

普
通

学
級

が
最

も
多

か
っ

た
平

成
1
9
年

の
2
8
ク

ラ
ス

か

ら
現

在
は

2
4
ク

ラ
ス

と
4
ク

ラ
ス

減
少

と
な

っ
て

い
る

。
し

か
し

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

の
増

加
に

伴
い

、
特

別
支

援
学

級
数

が
増

加
し

て
い

る
。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
児

童
数

が
更

に
減

少
す

る
傾

向
に

あ
り

、
5
年

後
に

は
現

在
よ

り
1
2
％

程
度

減
少

す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

　
し

か
し

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

特
別

支
援

学
級

に
お

い
て

は
、

1
つ

の
教

室
を

分
割

し
て

使
用

し
て

い
る

状
況

。
今

後
も

特
別

支
援

学
級

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る
こ

と
か

ら
教

室
の

確

保
が

課
題

と
な

る
。

牛
津

小
学

校
牛

津
町

柿
樋

瀬
9
2
2
番

地
Ｓ

5
9

2
0
,8

7
7

6
,0

0
4

3
単

独

昭
和

5
9
年

度
に

校
舎

整
備

、
平

成
3
0
年

度
に

校
舎

及
び

体
育

館
の

大
規

模
改

修
整

備

普
通

学
級

：
1
3
学

級
　

特
別

支
援

学
級

：
9
学

級

特
別

教
室

：
7
室

　
多

目
的

教
室

：
1
室

　
体

育
館

：
1
館

【
現

状
】

　
平

成
3
0
年

度
に

校
舎

及
び

体
育

館
の

大
規

模
改

修
時

に
大

幅
な

改
修

は
済

ん
で

い
る

が
、

部
分

的
に

雨
漏

れ
や

雨
漏

り
に

よ
る

床
の

補
修

を
行

っ
て

い
る

状
況

。

　
児

童
数

は
、

1
0
年

前
よ

り
8
％

程
度

減
少

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

の
増

加
に

伴
い

、
特

別
支

援
学

級
数

が
増

加
し

て
い

る
。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
児

童
数

は
、

今
後

5
年

間
横

ば
い

傾
向

に
あ

る
。

　
し

か
し

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

特
別

支
援

学
級

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る

こ
と

か
ら

教
室

の
確

保
が

課
題

と
な

る
。
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学
校

教
育

施
設

個
別

施
設

計
画

中
分

類
又

は
施

設
名

担
　

当
　

課
　

名

施
　

　
設

　
　

名
所

在
地

取
得

年
度

敷
地

面
積

（
㎡

）

延
床

面
積

（
㎡

）

最
大

階
数

単
独

複
合

主
な

機
能

の
考

え
方

（
現

状
と

課
題

）

小
学

校

教
育

総
務

課

砥
川

小
学

校
牛

津
町

上
砥

川
1
4
0
5
番

地
Ｓ

6
2

1
4
,8

5
0

4
,1

3
6

3
単

独

昭
和

6
2
年

度
に

校
舎

、
体

育
館

を
整

備

普
通

学
級

：
6
学

級
　

特
別

支
援

学
級

：
5
学

級

特
別

教
室

：
9
室

　
体

育
館

：
1
館

【
現

状
】

　
校

舎
、

体
育

館
と

も
に

建
設

か
ら

3
0
年

以
上

経
過

し
て

お
り

、
外

壁
の

爆
裂

な
ど

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る

状
況

。

　
ま

た
、

全
体

的
に

地
盤

沈
下

が
み

ら
れ

る
。

　
児

童
数

は
、

4
町

合
併

時
か

ら
徐

々
に

減
少

し
て

い
る

が
、

こ
こ

1
0
年

間
は

横
ば

い
の

状
況

で
あ

る
。

ま

た
、

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
の

増
加

に
伴

い
、

特
別

支
援

学
級

数
が

増
加

し
て

い
る

。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
児

童
数

が
更

に
減

少
す

る
傾

向
に

あ
り

、
5
年

後
に

は
現

在
よ

り
1
8
％

程
度

減
少

す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

　
し

か
し

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

児
童

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

特
別

支
援

学
級

の
増

加
が

見
込

ま
れ

る

こ
と

か
ら

教
室

の
確

保
が

課
題

と
な

る
。

芦
刈

観
瀾

校
（

中
学

部
含

む
）

芦
刈

町
三

王
崎

1
4
・

1
6

番
地

Ｈ
2
6

2
0
,5

0
8

1
2
,8

2
4

2
単

独

昭
和

5
0
年

度
に

旧
中

学
校

舎
を

整
備

（
平

成
2
2
年

度
耐

震
補

強
）

平
成

2
6
年

度
に

校
舎

、
平

成
2
4
年

度
体

育
館

を
整

備
（

新
築

）

普
通

学
級

：
1
0
学

級
　

特
別

支
援

学
級

：
6
学

級

特
別

教
室

：
1
2
室

　
多

目
的

教
室

：
2
室

　
体

育
館

：
1
館

【
現

状
】

　
校

舎
、

体
育

館
と

も
に

建
設

か
ら

7
～

1
0
年

程
度

で
、

特
に

問
題

は
み

ら
れ

な
い

。

　
旧

中
学

校
校

舎
は

建
設

か
ら

4
0
年

以
上

経
過

し
、

外
壁

の
爆

裂
や

雨
漏

り
な

ど
老

朽
化

が
深

刻
な

状
況

。

　
児

童
生

徒
数

は
、

1
0
年

前
よ

り
2
6
％

程
度

減
少

し
て

い
る

。
小

学
３

年
生

以
外

の
学

年
は

普
通

学
級

が
1

ク
ラ

ス
と

な
っ

て
い

る
。

し
か

し
な

が
ら

特
別

な
支

援
を

要
す

る
児

童
の

増
加

に
伴

い
、

特
別

支
援

学
級

数

が
増

加
し

て
い

る
。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
児

童
生

徒
数

は
、

今
後

5
年

間
横

ば
い

傾
向

に
あ

る
。

  
し

か
し

、
こ

れ
ま

で
の

児
童

生
徒

数
の

減
少

に
よ

り
、

旧
中

学
校

校
舎

で
使

用
し

て
い

る
教

室
数

も
減

少
し

て
い

る
こ

と
か

ら
今

後
の

利
活

用
が

課
題

で
あ

る
。

7



学
校

教
育

施
設

個
別

施
設

計
画

中
分

類
又

は
施

設
名

担
　

当
　

課
　

名

施
　

　
設

　
　

名
所

在
地

取
得

年
度

敷
地

面
積

（
㎡

）

延
床

面
積

（
㎡

）

最
大

階
数

単
独

複
合

主
な

機
能

の
考

え
方

（
現

状
と

課
題

）

小
学

校

教
育

総
務

課

今
後

の
施

設
配

置
及

び

規
模

の
考

え
方

上
記

の
考

え
方

に
至

っ
た

根
拠

・

理
由

・
検

討
過

程
等

今
後

の
施

設
の

方
針

【
計

画
期

間
(1

0
年

間
)で

の
方

針
】

　
将

来
的

に
は

人
口

減
少

に
伴

い
児

童
数

も
減

少
し

て
い

き
、

学
校

に
よ

っ
て

は
余

剰
教

室
な

ど
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
る

。
ま

た
、

近
隣

に
は

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
公

民
館

支
館

、
学

校
敷

地
内

に
は

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

の
専

用
施

設
が

あ
る

。
そ

の
よ

う
な

他
の

公
共

施
設

の
機

能
を

、
今

後
行

う
大

規
模

改
造

や
長

寿
命

化
ま

た
は

改
築

の
際

に
、

各
教

室
の

広
さ

な
ど

を
工

夫
し

て
学

校
施

設
に

持
た

せ
る

こ
と

で
公

共
施

設
全

体
の

総
量

縮
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
。

　
人

口
減

少
や

市
財

政
の

適
正

化
を

図
る

観
点

な
ど

か
ら

、
学

校
統

合
も

必
要

な
時

期
が

来
る

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
。

　
当

面
は

、
現

施
設

の
定

期
的

な
点

検
を

行
い

な
が

ら
計

画
的

な
修

繕
、

改
修

を
行

う
こ

と
で

長
寿

命
化

を
図

る
。

ま
た

、
学

校
統

合
に

つ
い

て
、

必
要

に
応

じ
検

討
す

る
。

　
現

施
設

に
つ

い
て

、
定

期
的

な
点

検
を

行
い

な
が

ら
計

画
的

な
修

繕
・

改
修

を
行

う
こ

と
で

長
寿

命
化

を
図

る
と

と
も

に
、

他
の

公
共

施
設

と
の

複
合

化
に

つ
い

て
も

検
討

を

行
っ

て
い

く
。

　
ま

た
、

施
設

改
築

の
際

は
、

児
童

数
の

減
少

に
応

じ
た

施
設

規
模

と
す

る
こ

と
の

ほ
か

、
学

校
統

合
に

つ
い

て
も

、
必

要
に

応
じ

検
討

す
る

。
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学
校

教
育

施
設

個
別

施
設

計
画

中
分

類
又

は
施

設
名

担
　

当
　

課
　

名

施
　

　
設

　
　

名
所

在
地

取
得

年
度

敷
地

面
積

（
㎡

）

延
床

面
積

（
㎡

）

最
大

階
数

単
独

複
合

主
な

機
能

の
考

え
方

（
現

状
と

課
題

）

小
城

中
学

校
小

城
町

松
尾

4
1
0
4
番

地
Ｈ

2
0

3
7
,0

5
0

1
2
,1

0
8

3
単

独

平
成

2
0
年

度
に

校
舎

、
体

育
館

を
整

備
（

新
築

）

普
通

学
級

：
1
5
学

級
　

特
別

支
援

学
級

：
7
学

級

特
別

教
室

：
1
2
室

　
武

道
場

：
2
室

　
体

育
館

：
1
館

【
現

状
】

　
平

成
2
0
年

度
新

築
校

舎
、

体
育

館
は

特
に

大
き

な
問

題
は

み
ら

れ
な

い
。

　
武

道
場

は
建

設
か

ら
3
0
年

程
度

経
過

し
て

お
り

、
外

壁
の

損
傷

な
ど

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
状

況
。

　
生

徒
数

は
、

1
0
年

前
よ

り
1
2
％

程
度

減
少

し
て

い
る

が
、

令
和

元
年

か
ら

は
増

加
傾

向
に

あ
る

。

ま
た

、
特

別
な

支
援

を
要

す
る

生
徒

の
増

加
に

伴
い

、
特

別
支

援
学

級
数

が
増

加
し

て
い

る
。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
生

徒
数

は
、

今
後

5
年

間
横

ば
い

傾
向

に
あ

る
が

、
特

別
支

援
学

級
の

増
加

に

よ
り

、
教

室
の

確
保

が
課

題
と

な
る

。

三
日

月
中

学
校

三
日

月
町

長
神

田
1
6
5
0

番
地

Ｓ
5
4

2
1
,0

5
9

5
,9

0
1

3
単

独

昭
和

5
4
年

度
に

校
舎

(平
成

2
1
年

度
耐

震
補

強
)、

体
育

館
を

整
備

。
昭

和
5
5
年

度
に

武
道

場
を

整

備
。

普
通

学
級

：
1
0
学

級
　

特
別

支
援

学
級

：
3
学

級

特
別

教
室

：
1
1
室

　
多

目
的

教
室

：
3
室

　
剣

道
場

1
室

　
柔

道
場

1
室

　
体

育
館

：
1
館

【
現

状
】

　
校

舎
、

体
育

館
と

も
に

建
設

か
ら

4
0
年

以
上

経
過

し
て

お
り

、
屋

根
部

の
錆

や
雨

漏
り

な
ど

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
状

況
。

　
生

徒
数

は
、

1
0
年

前
よ

り
2
9
％

程
度

減
少

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

特
別

な
支

援
を

要
す

る

生
徒

の
増

加
に

伴
い

、
特

別
支

援
学

級
数

が
増

加
し

て
い

る
。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
生

徒
数

は
、

今
後

5
年

間
横

ば
い

傾
向

に
あ

る
。

し
か

し
、

特
別

な
支

援
を

要

す
る

生
徒

が
増

加
し

て
い

る
た

め
、

特
別

支
援

学
級

に
お

い
て

は
、

1
つ

の
教

室
を

分
割

し
て

使
用

し

て
い

る
状

況
。

今
後

も
特

別
支

援
学

級
の

増
加

が
見

込
ま

れ
る

こ
と

か
ら

教
室

の
確

保
が

課
題

と
な

る
。

中
学

校

教
育

総
務

課

9



学
校

教
育

施
設

個
別

施
設

計
画

中
分

類
又

は
施

設
名

担
　

当
　

課
　

名

施
　

　
設

　
　

名
所

在
地

取
得

年
度

敷
地

面
積

（
㎡

）

延
床

面
積

（
㎡

）

最
大

階
数

単
独

複
合

主
な

機
能

の
考

え
方

（
現

状
と

課
題

）

中
学

校

教
育

総
務

課

牛
津

中
学

校
牛

津
町

牛
津

5
4
9
番

地
Ｈ

2
2

3
6
,8

3
7

1
0
,8

1
0

3
単

独

平
成

2
2
年

度
に

校
舎

整
備

（
新

築
）

、
平

成
1
1
年

度
に

体
育

館
を

整
備

（
新

築
）

普
通

学
級

：
8
学

級
　

特
別

支
援

学
級

：
5
学

級

特
別

教
室

：
1
3
室

　
多

目
的

教
室

：
1
室

　
体

育
館

：
1
館

【
現

状
】

　
校

舎
、

体
育

館
と

も
に

建
設

か
ら

1
0
～

2
0
年

程
度

で
、

特
に

問
題

は
み

ら
れ

な
い

。

　
生

徒
数

は
、

1
0
年

前
よ

り
1
1
％

程
度

減
少

し
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

特
別

な
支

援
を

要
す

る

生
徒

の
増

加
に

伴
い

、
特

別
支

援
学

級
数

は
増

加
し

て
い

る
。

【
課

題
】

　
将

来
推

計
を

み
る

と
生

徒
数

が
更

に
減

少
す

る
傾

向
に

あ
り

、
5
年

後
に

は
現

在
よ

り
8
％

程
度

減

少
す

る
こ

と
が

見
込

ま
れ

る
。

し
か

し
、

特
別

支
援

学
級

の
増

加
に

よ
り

、
教

室
の

確
保

が
課

題
と

な

る
。

今
後

の
施

設
配

置
及

び

規
模

の
考

え
方

上
記

の
考

え
方

に
至

っ
た

根
拠

・

理
由

・
検

討
過

程
等

今
後

の
施

設
の

方
針

【
計

画
期

間
(1

0
年

間
)で

の
方

針
】

　
当

面
は

、
現

施
設

の
定

期
的

な
点

検
を

行
い

な
が

ら
計

画
的

な
修

繕
、

改
修

を
行

う
こ

と
で

長
寿

命
化

を
図

る
。

　
現

施
設

に
つ

い
て

、
定

期
的

な
点

検
を

行
い

な
が

ら
計

画
的

な
修

繕
、

改
修

を
行

う
こ

と
で

長
寿

命
化

を
図

る
と

と
も

に
他

の
公

共
施

設
と

の
複

合
化

に
つ

い
て

も
検

討
を

行
っ

て
い

く
。

　
ま

た
、

施
設

改
築

の
際

は
、

生
徒

数
の

減
少

に
応

じ
た

施
設

規
模

と
す

る
こ

と
の

ほ
か

、
学

校
統

合
に

つ
い

て
も

、
必

要
に

応
じ

検
討

す
る

。

　
将

来
的

に
は

人
口

減
少

に
伴

い
生

徒
数

も
減

少
し

て
い

く
。

ま
た

、
市

立
の

体
育

セ
ン

タ
ー

な
ど

の
社

会
体

育
施

設
は

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
状

況
で

、
現

在
の

施
設

を
更

新
す

る
際

は
原

則
、

総
量

縮
減

を
行

う
方

向
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
今

後
行

う
大

規
模

改
造

や
長

寿
命

化
ま

た
は

改
築

の
際

に
、

社
会

体
育

施
設

の
機

能
の

一
部

を
学

校
施

設
に

持
た

せ
る

こ
と

で
公

共
施

設
全

体
の

総
量

縮
減

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
。

　
人

口
減

少
や

市
財

政
の

適
正

化
を

図
る

観
点

な
ど

か
ら

、
学

校
統

合
も

必
要

な
時

期
が

来
る

可
能

性
が

考
え

ら
れ

る
た

め
。
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学
校

教
育

施
設

個
別

施
設

計
画

中
分

類
又

は
施

設
名

担
　

当
　

課
　

名

施
　

　
設

　
　

名
所

在
地

取
得

年
度

敷
地

面
積

（
㎡

）

延
床

面
積

（
㎡

）

最
大

階
数

単
独

複
合

主
な

機
能

の
考

え
方

（
現

状
と

課
題

）

小
城

市
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
小

城
市

小
城

町
岩

蔵

1
9
0
5
番

地
1

Ｈ
7

3
,1

0
9

1
,0

5
4

2
単

独

平
成

7
年

度
に

共
同

調
理

場
整

備
。

【
現

状
】

　
建

設
か

ら
2
5
年

以
上

経
過

し
て

お
り

、
建

物
全

面
的

に
老

朽
化

が
進

ん
で

い
る

状
況

。

　
ま

た
、

現
在

の
学

校
給

食
衛

生
管

理
基

準
に

適
合

し
て

お
ら

ず
、

衛
生

面
で

の
安

全
性

が
確

保
さ

れ

て
い

な
い

た
め

、
食

中
毒

等
の

事
故

を
引

き
起

こ
す

恐
れ

が
あ

る
。

【
課

題
】

　
令

和
5
年

度
に

新
小

城
市

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

へ
統

合
す

る
ま

で
の

間
、

食
中

毒
等

の
事

故
を

引
き

起
こ

さ
な

い
よ

う
、

衛
生

面
へ

十
分

な
配

慮
が

必
要

で
あ

る
。

小
城

市
芦

刈
給

食
セ

ン
タ

ー
小

城
市

芦
刈

町
三

王
崎

1
4

番
地

Ｈ
2
3

1
,1

5
8

4
7
6

1
単

独

平
成

2
3
年

度
に

共
同

調
理

場
整

備
（

新
築

）

【
現

状
】

　
建

設
か

ら
1
0
年

程
度

で
特

に
大

き
な

問
題

は
み

ら
れ

な
い

が
、

調
理

場
床

の
剥

離
等

が
発

生
し

て
お

り
軽

微
な

補
修

が
必

要
な

状
況

。

【
課

題
】

　
令

和
2
0
年

度
に

新
小

城
市

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

と
統

合
予

定
の

た
め

、
今

後
1
5
年

以
上

、
老

朽
化

に
伴

い
衛

生
管

理
基

準
を

遵
守

し
た

維
持

補
修

が
必

要
と

な
る

。

今
後

の
施

設
配

置
及

び

規
模

の
考

え
方

上
記

の
考

え
方

に
至

っ
た

根
拠

・

理
由

・
検

討
過

程
等

今
後

の
施

設
の

方
針

【
計

画
期

間
(1

0
年

間
)で

の
方

針
】

そ
の

他
施

設

教
育

総
務

課

　
施

設
の

施
設

運
営

の
効

率
化

や
経

費
削

減
な

ど
を

目
的

と
し

た
、

市
内

施
設

の
一

本
化

を
図

る
。

　
三

日
月

小
・

牛
津

小
・

砥
川

小
の

給
食

施
設

は
、

竣
工

後
3
0
年

以
上

経
過

し
て

お
り

老
朽

化
が

進
ん

で
い

る
こ

と
か

ら
施

設
の

維
持

管
理

が
厳

し
く

な
っ

て
い

る
。

  
ま

た
、

平
成

2
1
年

に
施

工
さ

れ
た

「
学

校
給

食
施

設
衛

生
管

理
基

準
」

に
も

適
合

し
て

い
な

い
状

況
で

あ
り

、
基

準
を

満
た

す
施

設
を

そ
れ

ぞ
れ

建
設

す
る

場
合

、
現

在
の

施
設

の
約

２
倍

の
面

積
が

必
要

に
な

り
、

建
設

費
が

高
額

に
な

る
と

と
も

に
学

校
敷

地
も

不
足

す
る

こ
と

か
ら

、
新

小
城

市
学

校
給

食
セ

ン
タ

ー
と

一
本

化
す

る
こ

と
で

経
費

削
減

及
び

施
設

運
営

の
効

率
化

を
図

る
こ

と
が

で
き

る
と

考
え

る
た

め
。

　
当

面
は

、
新

小
城

市
給

食
セ

ン
タ

ー
の

建
設

に
よ

り
小

城
市

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

、
三

日
月

小
給

食
室

、
牛

津
小

給
食

室
・

砥
川

小
給

食
室

を
一

本
化

す
る

。
小

城
市

芦
刈

給
食

セ
ン

タ
ー

に
つ

い
て

は
、

現
施

設
の

定
期

的
な

点
検

を
行

い
な

が
ら

計
画

的
な

修
繕

等
を

行
う

こ
と

で
運

営
を

行
う

。
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